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�　平行線と角

　対頂角
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　��直線が交わるとき，その交点の周りに���つ

の角ができる。このうち，隣り合っていない��

つの角を�対頂角��たいちょうかく��という。

　たとえば，右の図で，�D�と��F�は対頂角で

あり，�E�と��G�は対頂角である。

　対頂角の性質

　対頂角は等しい。
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　同位角と錯角

　右の図のように，��直線�@，P�に直線�Q�が

交わるとき，�D�と��H，�E�と��I，

�F�と��J，�G�と��K�のような位置関係に

ある角を，それぞれ�同位角��どういかく�

という。

　また，�E�と��K，�F�と��H�のような位

置関係にある角を，それぞれ�錯角��さっか

く��という。

　平行線である条件

　��直線�@，P�に他の直線が交わるとき，次のことが成り立つ。

　>�@　同位角が等しいならば，@，P�は平行である。

　>�@　錯角が等しいならば，@，P�は平行である。

　平行な���直線に他の直線が交わるときは，次のことがいえる。

　平行線の性質

　平行な���直線が他の直線と交わるとき，次のことが成り立つ。

　>�@　同位角は等しい。　　　　　>�@　錯角は等しい。
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��� ���右の図のように，直線が

��点で交わっている。

�[�と��\�の大きさを求

めなさい。
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��� ���右の図で，@6P�である。

このとき，�[�の大きさを

求めなさい。
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@ P Q
右の図のように直線が交わっている。

直線�@，P，Q�のうち，平行な直線の組を答え

なさい。

４＜発展＞
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右の図で，@6P�のとき，

　　　　�D��E��F��G

の大きさを求めなさい。
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�　多角形の内角と外角

>�@

　三角形の内角と外角の性質

　　>�@　三角形の���つの内角の和は������である。

　　>�@　三角形の外角は，それと隣り合わない

　　　��つの内角の和に等しい。

鋭角鈍角

　���より大きく�����より小さい角を�鋭角��え

いかく��といい，����より大きく������より小

さい角を�鈍角��どんかく��という。

　三角形の���つの内角は������より小さいか

ら，鋭角，直角，鈍角のいずれかである。

　三角形は，内角の大きさによって，次のように分類される。

　　鋭角三角形　��つの内角がすべて鋭角である三角形

　　直角三角形　��つの内角が直角である三角形

　　鈍角三角形　��つの内角が鈍角である三角形
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　多角形の内角と外角

　多角形の内角と外角も，三角形の場合と

同じように定める。たとえば，右の図の五

角形において，�$，�%，�&，�'，

�$('�は，この五角形の内角であり，

�$()�と��'(*�は，ともに頂点�(�におけ

る外角である。

　Q�角形を��Q 
�� �個の三角形に分けたとき，すべての三角形の内角の

和は，もとの�Q�角形の内角の和に等しいから，次のことがいえる。

　多角形の内角の和

　　Q�角形の内角の和は，������Q 
�� �である。

　多角形の外角の和

　　多角形の外角の和は，�����である。

第１講①～証明に必要な知識～
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次のような正多角形は，正何角形であるか答えなさい。

���　��つの内角の大きさが������であるような正多角形

���　��つの内角の大きさが，その外角の大きさより������大きい正多角形

���　��つの内角の大きさがその外角の大きさの�����倍である正多角形
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��� ���右の図において，�[�の

大きさを求めなさい。
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右の図のような�△$%&�において，�[�の大きさを

求めなさい。

８＜発展＞
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右の図のような星形の図形で

　　　　�$��%��&��'��( ����

となるわけを説明しなさい。

第１講①～証明に必要な知識～
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�　三角形の合同条件

　合同な図形

　��つの合同な図形は，その一方を移動して，他方にぴったりと重ねる

ことができる。このとき，ぴったりと重なる点，辺，角を，それぞれ

対応する点，対応する辺，対応する角�という。

　合同な図形

　　合同な図形の対応する辺の長さは等しく，対応する角の大きさは等

　　しい。

$

%

&

'

(

)

　��つの図形�3，4�が合同であるとき，

記号���を用いて，3�4�と表す。

　たとえば，右の図のように，△$%&�を

平行移動して�△'()�にぴったりと重ねる

ことができるとき，��つの三角形は合同で，

　　　　　△$%&�△'()

と表される。このように，記号���を用い

るときは，対応する点を同じ順に書く。

　三角形の合同条件

　　��つの三角形は，次のいずれかが成り立つとき合同である。

　>�@　��辺

　　がそれぞれ等しい。

　>�@　��辺とその間の角

　　がそれぞれ等しい。

　>�@　��辺とその両端の角

　　がそれぞれ等しい。

※　上記�>�@�は「三辺相等」，>�@�は「二辺夾角相等」，

　>�@�は「一辺両端角相等」または「二角夾辺相等」ともいう。

第１講②～合同条件～
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９

次の図において，合同であるといえる三角形を選び，記号���を用いて答えなさい。

また，そのときに使った合同条件をいいなさい。
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次の図において，合同な���つの三角形を記号���を用いて答えなさい。

また，そのときに使った合同条件をいいなさい。ただし，����では，@6P�である。
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�　証明のすすめ方

　仮定と結論

　　　　　　　　　○○○　ならば　□□□

　という文において○○○�にあたる部分を�仮定�，□□□�にあたる部分を�結論�という。

　一般に，ある事柄を証明するには，仮定から出発して，すでに正しい

ことが明らかにされた事柄を根拠に，結論を導けばよい。

　証明のすすめ方

$

2

&

' %

例��　右の図のように，線分�$%�と�&'�が点�2

　　���で交わっている。

　　����このとき，2$ 2&，2' 2%�ならば，

　　����△$2'�△&2%�であることを証明しな

　　　さい。

　>仮定@　2$ 2&，2' 2%

　>結論@　△$2'�△&2%

　�　△$2'�と�△&2%�において

　　　　仮定より　　2$ 2&　　　���……��①

　　　　　　　　　　2' 2%　　　���……��②

　　　　対頂角は等しいから

　　　　　　　　�$2' �&2%　　……��③

　　　　①，②，③�より，��辺とその間の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　△$2'�△&2%　W

第１講③～証明を書こう～
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$ '

% &

例��　右の図のように，$%6'&，$'6%&

　�　��である四角形�$%&'�がある。

　　���次のことを証明しなさい。

　　　　　　$% &'，%& '$

　>仮定@　$%6'&，$'6%&

　>結論@　$% &'，%& '$

　�　△$%&�と�△&'$�において

　　　　共通であるから　$& &$　　　　……��①

　　　　仮定より�$%6'&�であり，平行線の錯角は等しいから

　　　　　　　　　　��%$& �'&$　　……��②

　　　　仮定より�$'6%&�であり，平行線の錯角は等しいから

　　　　　　　　　　��%&$ �'$&　　……��③

　　　　①，②，③�より，��辺とその両端の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　　　　�△$%&�△&'$

　　　　合同な図形の対応する辺は等しいから

　　　　　　　　　　　$% &'，　%& '$　　W

第１講③～証明を書こう～
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11＜例題＞

$
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右の図の�$'6%&�である台形�$%&'�で，辺�'&�の

中点を�(�とし，線分�$(�の延長と辺�%&�の延長との

交点を�)�とする。

このとき，△$'(�△)&(�であることを証明しな

さい。

12～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

$

% &'

右の図の�△$%&�において，$% $&，%' &'　ならば

�%$' �&$'�であることを証明しなさい。

13～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

2

$

%

&

'

右の図において，

　　　　　2$ 2%，�2$' �2%&

であるとき，$' %&�であることを証明しなさい。

14～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

$

%

&

'

(

長さの等しい���つの線分�$%�，&'�が，右の図のように

交わっている。線分�$%�，&'�の交点を�(�とするとき，

$( &(�ならば�$' &%�であることを証明しなさい。

第１講③～証明を書こう～
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15～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

2 4

3

5

$
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右の図のように，半直線�2&�上に点�3�があり，辺�2$，2%

上にそれぞれ点�4，5�がある。2&�が��$2%�の二等分線で，

2$�34，2%�35�ならば�34 35�であることを証明しな

さい。

16～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

$ &

' %

2

右の図のように，��つの線分�$%，&'�が点�2�で交わ

っている。このとき，$2 %2，&2 '2　ならば

$&����'%�であることを証明しなさい。

17～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

$

' (

% &

)

右の図のように，△$%&�と，頂点�$�を中心とする円があ

る。辺�$%，$&�と円との交点をそれぞれ�'，(�とし，線

分�%(�と�&'�の交点を�)�とする。$% $&�であるとき，

次のことを証明しなさい。

���　�$%( �$&'　　���　') ()

18＜発展＞～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

&

$

% '

$% $'，&% &'�である四角形�$%&'�がある。

このとき，直線�$&�は線分�%'�の垂直二等分線である

ことを証明しなさい。

第１講③～証明を書こう～
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19＜発展＞～添削問題～　※解答用紙に記述してください。
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右の図において，△$%&�と�△'&(�は正三角形

である。$'�と�%(�の交点を�.�とする。

次のことを証明しなさい。

���　△%&(�△$&'

���　�'.( ���
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�　二等辺三角形

　二等辺三角形

　

　　　　　定義　��辺が等しい三角形を二等辺三角形という。

頂角

底角

底辺

　二等辺三角形の等しい辺にはさまれた角を�頂角

といい，頂角に対する辺を�底辺�という。また，

底辺の両端の角を�底角�という。

　

　二等辺三角形の底角

　　定理　二等辺三角形の���つの底角は等しい。

　二等辺三角形の頂角の二等分線

　　定理　二等辺三角形の頂角の二等分線は，底辺を垂直に���等分する。

　��つの角が等しい三角形

　　定理　��つの角が等しい三角形は二等辺三角形である。

　正三角形

　　　　　定義　��辺が等しい三角形を正三角形という。

　正三角形の性質

　　定理　正三角形の���つの角は等しく，すべて�����である。

　　　　また，��つの角が等しい三角形は正三角形である。

第２講①～二等辺三角形～
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20

次の図において，△$%&�は�$% $&�の二等辺三角形である。�[�の大きさを求めなさ

い。

$

% &

'

$

' % &

���[

�$%' �&%' '$ '&

$% %'

���

[

$

% &

'
[

���

���　　　　　　　　　　　　�����　　　　　　　　　　　　�����

21

$

% & '

���

)

(

[

右の図において，�$%&�は�$% $&�の二等辺三角形，

�'(%�は��$%&�と合同である。

�$%& ����のとき，�[�の大きさを求めなさい。

22
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右の図は正方形�$%&'�を�%(�を折り目として折り返した

もので，頂点�$�が移った点を�)�とする。

�$(% ����のとき，�[�の大きさを求めなさい。

第２講①～二等辺三角形～
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23～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

$

% &

2' (

△$%&�において，�%�と�&�の二等分線の交点を�2�とする。

また，2�を通って辺�%&�に平行な直線を引き，辺�$%，$&

との交点をそれぞれ�'，(�とする。

このとき，△%2'�と�△&(2�はどちらも二等辺三角形で

あることを証明しなさい。

24～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

$

% &
' (

右の図において，△$%&�は�$% $&�の二等辺三角形であ

り，点�'，(�は辺�%&�上の点で，%' &(�である。

このとき，△$%(�△$&'�であることを証明しなさい。

25～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

$ '

(

% &

右の図は，$'6%&�の台形�$%&'�で，�&$% �&%$

である。対角線�$&�上に�$' &(�となるように点�(�を

とるとき，&' %(�となることを証明しなさい。

26＜発展＞～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

$

% &
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)

�& ����の直角三角形�$%&�で，&�から辺�$%�に

引いた垂線を�&'，�%�の二等分線が�$&，'&�と

交わる点をそれぞれ�(，)�とする。

このとき，△&()�は二等辺三角形であることを

証明しなさい。

第２講①～二等辺三角形～
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�　直角三角形の合同

　直角三角形の直角に対する辺を�斜辺�という。

　直角三角形の���つの内角は直角であり，他の内角は鋭角である。

　直角三角形の合同条件

　　定理　��つの直角三角形は，次のいずれかが成り立つとき合同で

　　　ある。

　　　>�@　斜辺と���つの鋭角

　　　　がそれぞれ等しい。

　　　>�@　斜辺と他の���辺

　　　　がそれぞれ等しい。

第２講②～直角三角形の合同証明～
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27

次の図において，合同な直角三角形を選び，記号���を用いて答えなさい。また，そのと

きに使った合同条件をいいなさい。
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28＜例題＞

$

'

2 & %

右の図において，2$ 2%，�$&2 ���，�%'2 ���

である。

このとき，△2$&�△2%'�であることを証明しなさい。

29～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

3

2 ;

<

4

5

�;2<�の二等分線上の���点を�3�とし，3�から���辺

2;，2<�に引いた垂線を，それぞれ�34，35�とする。

このとき，34 35�であることを証明しなさい。

第２講②～直角三角形の合同証明～
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30～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

'%

$

&

右の図において，�%$' ���，�%&' ���，

$% &%�である。

このとき，$' &'�であることを証明しなさい。

31～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

$

% &

'(

右の図の�△$%&�において，点�%，&�から辺�$&，$%�に

それぞれ垂線�%'，&(�を引く。

このとき，%' &(�ならば，△$%&�は二等辺三角形で

あることを証明しなさい。

32～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

$

% &

'(

)

$% $&�の二等辺三角形�$%&�がある。

頂点�%，&�から，それぞれ辺�$&，$%�に垂線�%'，

&(�を引き，%'�と�&(�の交点を�)�とする。

このとき，)' )(�であることを証明しなさい。

33＜発展＞～添削問題～　※解答用紙に記述してください。

$

% &

'

(

@

右の図の�△$%&�は，�$ ����の直角二等辺三角形であ

る。頂点�$�を通り，辺�%&�に交わる直線�@に，頂点�%，

&�から垂線を引き，@との交点をそれぞれ�'，(�とする。

このとき，次のことを証明しなさい。

���　△$%'�△&$(　　　　　���　%'�&( '(

第２講②～直角三角形の合同証明～
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